
群馬県における品質確保の取組み群馬県における品質確保の取組み群馬県における品質確保の取組み群馬県における品質確保の取組み

とコンクリートの表層品質とコンクリートの表層品質とコンクリートの表層品質とコンクリートの表層品質

技術講習会（第 11 回）～コンクリ－トの品質確保～

平成２９年９月４日（月曜日）

広島大学

半井健一郎

（前・群馬大学）

群馬会におけるこれまでの取り組み

• 産官学協働の土木学会群馬会「コンクリート研究会」
– 群馬県内業者からの要請がきかっけ．
– 平成22年8月に，「土木学会関東支部群馬会」に設置．
– 平成23年度より実質的活動をスタート．
– 産官学の20名ほどが研究会幹事（�舌間委員長＋委員）．

コンクリート研究会の3本の柱
講習会（年3回程度）

基礎・最新・法令／体系的テーマ

＜これまでのテーマ＞

温度ひび割れ，材料，収縮，

フレッシュコンクリート，養生，検査，

劣化，維持管理

国交省の研究助成（H26，H28～）



群馬会におけるこれまでの講習会

第第第第1111回回回回 H23. 7H23. 7H23. 7H23. 7月月月月 参加者参加者参加者参加者：：：： ６０人６０人６０人６０人 テーマ：ひび割れ問題を考える（テーマ：ひび割れ問題を考える（テーマ：ひび割れ問題を考える（テーマ：ひび割れ問題を考える（ⅠⅠⅠⅠ））））

第第第第2222回回回回 H23.11H23.11H23.11H23.11月月月月 参加者参加者参加者参加者：：：： ６０人６０人６０人６０人 テーマ：ひび割れ問題を考える（テーマ：ひび割れ問題を考える（テーマ：ひび割れ問題を考える（テーマ：ひび割れ問題を考える（ⅡⅡⅡⅡ））））

～山口県のひび割れ抑制対策を読み解く～～山口県のひび割れ抑制対策を読み解く～～山口県のひび割れ抑制対策を読み解く～～山口県のひび割れ抑制対策を読み解く～

第第第第3333回回回回 H24. 1H24. 1H24. 1H24. 1月月月月 参加者：参加者：参加者：参加者：２００人２００人２００人２００人 特別講演会特別講演会特別講演会特別講演会 テーマ：テーマ：テーマ：テーマ：山口県におけるコンクリート山口県におけるコンクリート山口県におけるコンクリート山口県におけるコンクリートのののの

ひび割れひび割れひび割れひび割れ抑制システム抑制システム抑制システム抑制システム

第第第第4444回回回回 H24. 8H24. 8H24. 8H24. 8月月月月 参加者：参加者：参加者：参加者：１１０人１１０人１１０人１１０人 テーマ：コンクリート用材料、山口県品質確保指針テーマ：コンクリート用材料、山口県品質確保指針テーマ：コンクリート用材料、山口県品質確保指針テーマ：コンクリート用材料、山口県品質確保指針2012201220122012

第第第第5555回回回回 H24.11H24.11H24.11H24.11月月月月 参加者：参加者：参加者：参加者：１５０人１５０人１５０人１５０人 テーマ：コンクリートの収縮ひび割れテーマ：コンクリートの収縮ひび割れテーマ：コンクリートの収縮ひび割れテーマ：コンクリートの収縮ひび割れ

第第第第6666回回回回 H25. 2H25. 2H25. 2H25. 2月月月月 参加者参加者参加者参加者：：：： ８５人８５人８５人８５人 テーマ：フレッシュコンクリート全般テーマ：フレッシュコンクリート全般テーマ：フレッシュコンクリート全般テーマ：フレッシュコンクリート全般

第第第第7777回回回回 H25. 6H25. 6H25. 6H25. 6月月月月 参加者：参加者：参加者：参加者：１８０人１８０人１８０人１８０人 テーマ：コンクリート工事における養生の重要性テーマ：コンクリート工事における養生の重要性テーマ：コンクリート工事における養生の重要性テーマ：コンクリート工事における養生の重要性

第第第第8888回回回回 H25.10H25.10H25.10H25.10月月月月 参加者：参加者：参加者：参加者：１４０人１４０人１４０人１４０人 テーマ：コンクリート工事の検査テーマ：コンクリート工事の検査テーマ：コンクリート工事の検査テーマ：コンクリート工事の検査

特特特特 別別別別 H26. 1H26. 1H26. 1H26. 1月月月月 参加者：１００人「参加者：１００人「参加者：１００人「参加者：１００人「2012201220122012年制定コンクリート標準示方書」に関する講習会年制定コンクリート標準示方書」に関する講習会年制定コンクリート標準示方書」に関する講習会年制定コンクリート標準示方書」に関する講習会

第第第第9999回回回回 H26. 6H26. 6H26. 6H26. 6月月月月 参加者：１２０人参加者：１２０人参加者：１２０人参加者：１２０人 テーマ：暑中コンクリートテーマ：暑中コンクリートテーマ：暑中コンクリートテーマ：暑中コンクリート

第第第第10101010回回回回 H26.11H26.11H26.11H26.11月月月月 参加者：１４０人参加者：１４０人参加者：１４０人参加者：１４０人 テーマ：コンクリート舗装テーマ：コンクリート舗装テーマ：コンクリート舗装テーマ：コンクリート舗装

第第第第11111111回回回回 H27. 2H27. 2H27. 2H27. 2月月月月 参加者：１７０人参加者：１７０人参加者：１７０人参加者：１７０人 テーマ：表層品質評価テーマ：表層品質評価テーマ：表層品質評価テーマ：表層品質評価

第第第第12121212回回回回 H27. 6H27. 6H27. 6H27. 6月月月月 参加者：１５０人参加者：１５０人参加者：１５０人参加者：１５０人 テーマ：凍害・塩害テーマ：凍害・塩害テーマ：凍害・塩害テーマ：凍害・塩害

第第第第13131313回回回回 H28. 5H28. 5H28. 5H28. 5月月月月 参加者：１８０人参加者：１８０人参加者：１８０人参加者：１８０人 テーマ：コンクリート構造物の維持管理テーマ：コンクリート構造物の維持管理テーマ：コンクリート構造物の維持管理テーマ：コンクリート構造物の維持管理

第第第第14141414回回回回 H28.11H28.11H28.11H28.11月月月月 参加者：１００人参加者：１００人参加者：１００人参加者：１００人 テーマ：テーマ：テーマ：テーマ：コンクリート構造物のコンクリート構造物のコンクリート構造物のコンクリート構造物の維持管理維持管理維持管理維持管理ⅡⅡⅡⅡ

第第第第15151515回回回回 H29. 1H29. 1H29. 1H29. 1月月月月 参加者：２４０人参加者：２４０人参加者：２４０人参加者：２４０人 テーマ：新設コンクリート構造テーマ：新設コンクリート構造テーマ：新設コンクリート構造テーマ：新設コンクリート構造物物物物の品質確保の品質確保の品質確保の品質確保

年年年年3333回程度の研究会（講習会）を開催回程度の研究会（講習会）を開催回程度の研究会（講習会）を開催回程度の研究会（講習会）を開催

基本知識・最新情報・法令の基本知識・最新情報・法令の基本知識・最新情報・法令の基本知識・最新情報・法令の3333本立てとして，コンクリート工学全般に関して，本立てとして，コンクリート工学全般に関して，本立てとして，コンクリート工学全般に関して，本立てとして，コンクリート工学全般に関して，

体系的体系的体系的体系的に学べることを目指した．に学べることを目指した．に学べることを目指した．に学べることを目指した．

研究会スタート当初のアンケート結果
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建設会社

コンサル

発注者

全体

県内のコンクリート構造物の品質県内のコンクリート構造物の品質県内のコンクリート構造物の品質県内のコンクリート構造物の品質

1：高い品質である

2：スペックは満足さ

れている

3：問題があるものも

ある

4：問題があるものが

多い

回答者の回答者の回答者の回答者の9割が群馬県内のコンクリート構造物割が群馬県内のコンクリート構造物割が群馬県内のコンクリート構造物割が群馬県内のコンクリート構造物

の品質に問題があると回答の品質に問題があると回答の品質に問題があると回答の品質に問題があると回答



群馬県内の劣化事例

橋梁点検結果から，コンクリートの劣化が多く見ら

れる．平成２１年度までに点検した結果では，

約５割の橋梁に補修が必要な損傷が確認された．

鉄筋のさびによるコンクリート鉄筋のさびによるコンクリート鉄筋のさびによるコンクリート鉄筋のさびによるコンクリートのののの損傷損傷損傷損傷 床版コンクリートの土砂化床版コンクリートの土砂化床版コンクリートの土砂化床版コンクリートの土砂化
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コンクリートの耐久性と表層品質

土木学会本部での研究委員会活動の紹介

数年～数十年で

劣化が顕在化

100年経っても

健全

土木学会335委員会 岸利治委員長（東大生研）スライドより

群馬会コンクリート研究会では，第7回講習会にてご講演

「コンクリートと水，耐久性能の関係」



群馬県における品質確保の展開

• 群馬県の「コンクリート品質確保WG」
– 平成25年度に，建設企画課下田次長が座長となり設置．
– 県内の産官学の関係者が参加
– 昨年度（平成26年度）から現場での試行を開始

学会活動から

本格的な実務に展開

• 産官学協働の土木学会群馬会「コンクリート研究会」
– 群馬県内業者からの要請がきかっけ．
– 平成22年8月に，「土木学会関東支部群馬会」に設置．
– 平成23年度より実質的活動をスタート．
– 産官学の20名ほどが研究会幹事（�舌間委員長＋委員）．

群馬における品質確保プラン

＜その１＞

先行先行先行先行する山口県の手法をする山口県の手法をする山口県の手法をする山口県の手法を

群馬県でも活用してみる群馬県でも活用してみる群馬県でも活用してみる群馬県でも活用してみる

・施工状況把握チェックシート

・コンクリート施工記録

＜その２＞

群馬オリジナルの検討も試行してみる群馬オリジナルの検討も試行してみる群馬オリジナルの検討も試行してみる群馬オリジナルの検討も試行してみる

・表層品質の定量的な測定（研究を含む）

・耐久性ポイントの活用（研究を含む）
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群馬県での取組みの全体像群馬県での取組みの全体像群馬県での取組みの全体像群馬県での取組みの全体像

群馬県の目指す方向性群馬県の目指す方向性群馬県の目指す方向性群馬県の目指す方向性 《《《《 全体の流れ（イメージ）全体の流れ（イメージ）全体の流れ（イメージ）全体の流れ（イメージ） 》》》》

【第１段階】 施工由来の事象への対応＝「施工総(再)点検」

（確実な施工の実施／施工の基本事項の遵守）

【第２段階】 ●設計由来の事象への対応

（補強鉄筋・かぶり厚・誘発目地等）

●材料由来の事象への対応

（骨材・セメント・混和剤等）

【第３段階】 類似構造物への対応

（適切な設計、施工計画）

施工記録データベース構築

＋表層品質評価システム確立

（品質評価確認試験の検証）

9

現時点での群馬県における取り組み

� H26年度の県品質確保WGでの検討を踏まえ，H27年
度は県発注工事のコンクリート構造物における品質
確保に向けた取り組みの試⾏を開始。
「施工由来の事象への対応」、「施工の記録」、
「表層品質試験」

� 表層品質確保の取り組み先進県である山口県のシス
テムを参考に、群馬県独自の視点、手法を加え導入
する事を検討。

� 今後は早期の本格運用を目指すと共に、施工に引き
続き、設計及び材料などに由来する「ひび割れ抑制
や表層品質向上」について取り組む。

10



施工状況把握チェックシート

目的：施工の基本事項の遵守，監督
職員と施工者の技術的対話の促進
山口県版(改訂前)「施工状況把握チェ
ックシート」を参考にした，群馬県
版を使用（H28改定）
○受注者にも事前に提供

⇒抜き打ち検査では無い
○発注者が1構造物1回実施（初期段階での打設が望まし
い）し、改善事項の確認

⇒改善事項の次回打設への反映
○構造物や打設リフトにより、該当しない項目がある場
合は除く

⇒除外事項は事前に協議しておく

現場総（再）点検

監督員と現場技術者が余計なことと思
っていないか？
⇒⇒⇒⇒チェック項目は、特別（新たに）に
取り組む事では無い。
基本の総（再）点検です。 11

工区 1

リフト 2

予定 8:30 実績 8:40

予定
11:40

実績
12:00

施工

段階

記述 確認

８人 ○

4台中1台 ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ー

－ ○

－ ○

運搬 ２０分 ○

－ ○

－ ※１

－ ○

－ ○

－ ○

３０㎝ ○

－ ○

約1.3m ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

約10秒 ○

－ ○

－ ○

10日間 ○

寒中養生 ○

－ ○

所長 係長

要改善

事項等

※１　型枠継ぎ目からノロ漏れが確認されたため、対応を指示した。次回打設への検討。

創意工

夫事項

等

※打込み作業人員：コンクリートの打込み・締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わらない者（監理・主任技術者やポンプ車運転手）を除いた人員

※※本シートは、山口県のチェックシートをもとに群馬県品質確保WGが作成した暫定版である。

副所長
報告者

(監督員)

事務所でとりまとめ

写しを建設企画課に

提出

次長(技)

バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

締固め時間は適切か（５～15秒）

養生

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シートなどで日よけや風よけを設けているか。

コンクリートの露出面を湿潤状態に保っているか。

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。

外気温に対する暑中（寒中）養生を適切におこなっているか。

型枠および支保工の取外しは、コンクリートが必要な強度に達した後であるか。

コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

一層の高さは、50cm以下としているか。

2層以上に分けて打ち込む場合は、上層のコンクリートの打込みは、下層のコンクリートが固まり始

める前に行っているか。

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さは、1.5m以下としているか。

表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを打ち込んでいるか。

締固め

バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は50cm以下としているか。

締固め作業中に、バイブレータを鉄筋等に接触させていないか。

バイブレータでコンクリートを横移動させていないか。

硬化したコンクリートの表面のレイタンス等は取り除き、ぬらしているか。

吸水する恐れがある型枠を使用している場合、型枠面は湿らせているか。

鉄筋にコンクリートが付着していた場合には、これを取り除いてあるか。

ポンプ車のアウトリガーの張出及び敷板養生は十分か。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか。

打込み

ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を施しているか。

鉄筋の乱れや型枠継ぎ目からもモルタル漏れはないか。

横移動が不要となる適切な位置に、コンクリートを垂直に降ろしているか。

コンクリートは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

チェック項目

準備

コンクリート打込み作業人員

（※）

に余裕を持たせているか。

予備のバイブレータを準備しているか。

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

急な雨に対応出来るように、シート等は用意されているか。

運搬装置・打込み設備は汚れていないか。

足洗い場が設置されており、足場等も汚れていないか。

型枠内部に、木屑や結束線等の異物はないか。

かぶり内に結束線はないか。

打込み開始時刻 打込み開始時気温 22.0℃ 天候 晴れ

打込み終了時刻
打込み量(m

3

)
50 リフト高(m) 2.0

受注者 ○○建設(株) 確認者 工務○○係　○○○○

配合 27-8-20BB 確認日時 2016/6/23（木）　　8:30～12:00

【 群 馬 県 ： 施 工 状 況 把 握 チ ェ ッ ク シ ー ト（ コ ン ク リ ー ト 打 込 み 時）】H28版

事務所名 ○○土木事務所 工事名 　県道○○線　○○橋下部工　A1橋台

構造物名 ○○橋　Ａ１橋台 部位 たて壁

養生日数は

あとで記入

○山口県版(改訂前)「コンクリ
ート施工記録」に，耐久性ポ
イント計算シートと生コン打
込み記録を追加した群馬県版
を使用

○発注者（＋設計者）と施工者
（＋生コン）が作成

○打込みリフト毎に作成

コンクリート施工記録

目的：変動要因の分析のため
のデータ収集
→完成後の不具合発⽣時の分析
にも活用
【データベース構築中】

12

記録シート②

○基本情報

～

工区

○コンクリート

27 N/mm

2

8 cm 20 mm

55 % 290 kg/m

3

cm cm cm

% % %

kg/m

3

kg/m

3

kg/m

3

0.30
kg/m

3

以下

℃ ℃ ℃

℃ ℃ ℃

N/mm

2

N/mm

2

N/mm

2

N/mm

2

N/mm

2

N/mm

2

○運搬・打込み・締固め

20 分 10 分 分/台

26 m 台

0.9 m 61.0 m

3

0.3 m/h

5 台 3 人 2 台

1 人

○コンクリート温度履歴

14.0 ℃ 17.2 ℃ 3.2 ℃

33 時間後

○養生

23 日

12 日

養生方法

型枠面 メタル

打込み面 養生マット

養生（湿潤状態）期間

初期温度 最高温度 温度上昇量

最高温度に到達した時間

脱型日 2016年1月6日 残置期間

打込み量 打込み速度

締固め

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ台数 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ人数 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ予備

ホース筒先

ポンプ（配管なし）
ポンプ圧送距離 ポンプ車台数

打込み

開始時刻 8:30 終了時刻 12:00

リフト高

型枠種類 メタル 下側ﾘﾌﾄ打継目処理

運搬

現場までの運搬時間 現場待機時間 荷卸し時間

現場内運搬方法

打込み日 2015年12月14日 天気 くもり 下側ﾘﾌﾄ打込み日

品

質

管

理

試

験

7日強度 24.6

28日強度 39.1

ｺﾝｸﾘｰﾄ温度 14.0

打込み時外気温 9.0

空気量 4.0 ±1.5%

塩化物イオン量 0.040

試料採取時期 打込み開始時
150m

3

打込み時又は午後 300m

3

打込み時
試験許容値

スランプ 8.0 ±2.5cm

混和剤 --- 混和材 ---

生コン工場 三山アドコス生コン株式会社　富士見工場

材

料

・

配

合

呼び強度 スランプ 骨材最大寸法

水セメント比 単位ｾﾒﾝﾄ量

セメント種類 高炉B種 セメント会社 電気化学工業株式会社

工事名 単独7軸道路整備推進事業分割2号(ボックスカルバート) 日輪寺工区

構造物名 ボックスカルバート

構造物詳細 RC リフト名 1-右

コンクリート打込み管理表

路線・河川・地区等
(一)南新井前橋線 工期 H27.8.24 H28.3.18

サンプル



品質確保の試行の対象構造物品質確保の試行の対象構造物品質確保の試行の対象構造物品質確保の試行の対象構造物

□新設構造物において試⾏対象現場を選定
＜試⾏現場数＞

平成27、２８年度の試行内容

□技術担当職員研修 各年度当初１回 計2回
□土木事務所毎で県職員と施工者合同の研修会等を実施

参加者数：約８００人

構造物種別

箇所数

内訳

ボックス 橋梁下部工 橋梁上部工 擁壁工 シェッド下部工 トンネル覆工

H２７ 23 4 12 5 2 － －
H２８ 62 12 40 6 2 1 1
計 85 16 52 11 4 1 1

橋梁上部工については、契約分割数

□試⾏現場と隣接する既設構造物で表層品質測定を実施。
目視評価は、施工業者も参加し、評価結果の振り返りを実施。13

事務所毎の研修会事務所毎の研修会事務所毎の研修会事務所毎の研修会

館林館林館林館林土木事務所土木事務所土木事務所土木事務所 職員現場研修会（打設状況）職員現場研修会（打設状況）職員現場研修会（打設状況）職員現場研修会（打設状況）

藤岡土木事務所藤岡土木事務所藤岡土木事務所藤岡土木事務所 職員研修会（座学）職員研修会（座学）職員研修会（座学）職員研修会（座学）

太田太田太田太田土木事務所土木事務所土木事務所土木事務所 職員現場研修会（打設状況）職員現場研修会（打設状況）職員現場研修会（打設状況）職員現場研修会（打設状況）

渋川渋川渋川渋川土木事務所建設業協会研修会土木事務所建設業協会研修会土木事務所建設業協会研修会土木事務所建設業協会研修会

14



群馬県における社会資本整備群馬県における社会資本整備群馬県における社会資本整備群馬県における社会資本整備

尾瀬軸尾瀬軸尾瀬軸尾瀬軸

三国軸三国軸三国軸三国軸

渡良瀬軸渡良瀬軸渡良瀬軸渡良瀬軸

吾妻軸吾妻軸吾妻軸吾妻軸

西毛軸西毛軸西毛軸西毛軸

県央軸県央軸県央軸県央軸

東毛軸東毛軸東毛軸東毛軸

利根

沼田

地域

東部

地域中部

地域

吾妻地域

西部

地域

東北自動車道東北自動車道東北自動車道東北自動車道

北関東自動車道北関東自動車道北関東自動車道北関東自動車道

関越自動車道関越自動車道関越自動車道関越自動車道

上信越自動車道上信越自動車道上信越自動車道上信越自動車道

はばたけ群馬・県土整備プラン

「7つの交通軸構想」
施工中及びH３０年度まで
に着手予定の橋梁数は約

５０橋（見込み）

※今後建設される新設構

造物は少なくない！

さらに長期的に見れば，

更新の時代に突入！

群馬県における社会資本整備群馬県における社会資本整備群馬県における社会資本整備群馬県における社会資本整備

大規模事業 地域高規格道路 上信自動車道の整備促進

計画全延長 約８０ｋｍ 整備区間内の未供用【県施工】延長約２７ｋｍ

今後建設予定のコンクリート構造物が多数存在する。

概算（H26年度末） ：橋梁30橋（下部工90基），BOXカルバート60基
（換算すると 1橋/km）

新たな取り組み＝コンクリート構造物の品質確保を始める

絶好のタイミング！であった。



群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）

試行に対するアンケートの実施

□目 的：施工状況把握チェックシートと施工記録につい
て、試⾏工事に携わった監督員、現場代理人等
へ改善点や効果についての意⾒を把握

□調 査 数：監督員 １０名
現場代理人等 ７名
試⾏現場 １６現場

□調査内容：①施工状況把握チェックシートについて
・チェックシート改善点
・チェックシートの効果
・チェックシートの活用

②施工記録シートについて
・施工記録シートの改善点
・施工記録シートの効果
・施工記録シートの活用

群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）

試行に対するアンケートの結果

施工状況施工状況施工状況施工状況把握把握把握把握

チェックシートチェックシートチェックシートチェックシートについてについてについてについて

回答 発注者 受注者 全体

品質向上に

効果があったか

あったあったあったあった 10 5 15 88%

なかった 0 0 0 0%

わからない 0 2 2 12%

今後も利活用が

必要か

はいはいはいはい 10 7 17 100%

いいえ 0 0 0 0%



群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）群馬県における品質確保の試行結果（アンケート）

試行に対するアンケートの結果 意見抜粋

• チェックシートについて
改善点

�現場ごとに留意すべき箇所を追加（過密配筋への対策等）

�チェック項目が多く手間がかかるので簡素化を希望

�暑中、寒中対策を具体的に記述

�打込み作業人員の余裕人数の具対的な人数を記述

効 果

�チェックシートの活用だけで品質が向上するか疑問

�関係者での意識向上へのツールとして有効であり、品質向上し
た

�次回打設時への改善点が明確化され、取り組めた

今後の利活用

�チェックするだけの形骸化にならないか心配

�監督員が臨場することにより、技術力の向上にもつながる

�山口県の「ｅラーニング」とあわせて活用するとわかりやすい

群馬における品質確保プラン

＜その１＞

先行先行先行先行する山口県の手法をする山口県の手法をする山口県の手法をする山口県の手法を

群馬県でも活用してみる群馬県でも活用してみる群馬県でも活用してみる群馬県でも活用してみる

・施工状況把握チェックシート

・コンクリート施工記録

＜その２＞

群馬オリジナルの検討も試行してみる群馬オリジナルの検討も試行してみる群馬オリジナルの検討も試行してみる群馬オリジナルの検討も試行してみる

・表層品質の定量的な測定（研究を含む）

・耐久性ポイントの活用（研究を含む）



� 近年，様々な非破壊試験の技術開発が進み，

表層透気試験や表面吸水試験など，数多くの

試験法が提案されている．

� スイスでは表層透気試験による，構造体コン

クリートの検査が標準規格SIAに組み込まれた．

表層品質の測定・評価

• コンクリート構造物の所要の表層品質（かぶりの

緻密さ）は，構造体コンクリートの性能として，

硬化後に直接に検査・評価することが理想．

• 実際には，写真や書類によるプロセス検査が中心

で，十分ではなかった．

表層品質測定の方法例

表層透気試験(トレント法)

構造物表面に取り付けたチャン

バー（カップ）から吸気し，表

層コンクリートの透気係数を完

全非破壊で測定

＜長所＞

表層コンクリートの物質移動抵抗性を

直接に評価できる．

中性化速度係数などとの相関が高い，

精緻な手法である．

スイスでは標準規格SIAに採用．

※類似の手法として，

吸水試験SWAT法（横浜国大）

なども開発されている

Torrent氏提供



表層品質に着目した研究・展開＠群馬

③広大・前工大・鉄道総研・東大生研の研究

さらに簡便な表層品質測定手法の開発

① 群馬県内各地の構造物における品質調査

【広い調査】現時点における品質レベルの把握

② 館林の2現場における詳細調査

【深い調査】測定手法の有効性の分析

群馬県との共同研究に加えて，H26およびH28～30には，国交省の「道路政策の

質の向上に資する技術研究開発」に採択され，助成を受ける．

主な研究メンバー：半井（広大，代表），舌間（前工大），西尾（鉄道総研）

岸（東大生研），酒井（東大生研）

群馬会コンクリート研究会幹事（研究会委員）

①広い調査：群馬県内新設構造物の表層品質調査

群馬県発注で建設された構造物の調査を実施（H26）

渋川, 1

高崎, 1

中之条, 1

太田, 2

桐生, 2

館林, 3

八ッ場, 

1

ボックス

カルバー

ト, 4

橋梁上部

工, 3

橋梁下部

工, 2

地覆, 1

門型

ラーメ

ン, 1

－地域別－ －構造物別－

RC, 8

PC, 3
50m

3

以

下, 3

50-

100m
3

, 

1100-

200m
3

, 

3

200m
3

以上, 3

－RC/PC－
－構造物の体積－

前工大（舌間准教授）調査



群馬県内新設構造物の表層品質調査

0.001
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0.100

1.000

10.000
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透
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×

1
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-
1
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）

反発度

劣：

早期劣化リスク

普通：

数十年耐久

良：

100年耐久

優：

数百年耐久

群馬県発注の構造物調査の結果（H26）

反発度（≒強度）が同じでも，表層品質（≒耐久性）には大きなばらつき．

強度はW/Cでほぼ決定するが，耐久性は施工による変動が極めて大きい．

前工大（舌間准教授）調査【強度の指標】

【
耐

久
性

の
指

標
】
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②深い調査：群馬県内新設構造物の表層品質調査

館林の現場では，実構造物の

測定に加え，附属試験体を作

製して詳細調査を実施

実構造物

（カルバート）

↓

附属試験体3体

附属試験体

（1.5m×1.5m×0.4m）
（普通ポルトランドセメント

または高炉セメント）

※実構造物の壁体と同じ

厚さ・配筋・コンクリート・施工

「附属試験体の養生条件」

A：丁寧な養生
（実構造物と同じシール養生）

B：標準的な養生
（示方書記載の材齢7日までを
封緘養生）

C：不十分な養生
（材齢1日で脱型して気中暴露）

群馬県発注

広大・前工大・東大生研・鉄道総研の合同調査



新設構造物の表層品質調査から見えたもの

実構造物では

強度と耐久性の

相関は高くない

↓

強度の保証だけでは強度の保証だけでは強度の保証だけでは強度の保証だけでは

耐久性を保証できない耐久性を保証できない耐久性を保証できない耐久性を保証できない

W/Cと耐久性の

関係に大きなばらつき

↓

耐久設計の基本は耐久設計の基本は耐久設計の基本は耐久設計の基本はW/CW/CW/CW/C

でもでもでもでもW/CW/CW/CW/Cだけだけだけだけではではではでは

耐久性を保証できない耐久性を保証できない耐久性を保証できない耐久性を保証できない

③研究開発：散水試験の利用

＜表層透気試験の短所＞

電源が必要

装置が高額

測定に時間がかかる．

（1ブロック1時間（6分×6点））
Torrent氏提供

＜散水試験の開発（西尾氏ら）＞

電源不要・格安装置・短時間多点計

測を可能とする，新手法の開発

「一定量の水を一定間隔で繰り返し

散水し，流下開始までの回数を測

定し，表層品質を定量的に評価」

緻密なコンクリートでは

散水した水が吸われず

すぐに垂れ流れる．

西尾氏

（鉄道総研）

3/4



水が流れるか

どうかを確認

低品質な場合

水が流れにくい

スプレーで

散水

散水試験とは

リュック1個

簡易法の有効性を実証！
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今後の研究の展開＠群馬

□コンクリート構造物品質確保ガイドラインの制定
・Ｈ２９年度にガイドラインを作成し、Ｈ３０から
本格実施する予定

□施工記録データベースの構築
・これまでの試⾏工事施工記録シートのデータベー
ス化を図り、類似構造物への設計・施工への反映

・維持管理への連携を検討
（橋梁点検との連携）


